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福岡市 に お け る ス ギ ・ ヒ ノ キ科花粉飛散の 年次変動 と気象条件
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　福岡市 に お い て 1972年 よ り現在 まで DurhaTn の 標準花粉検索器 を用 い て 空中花粉調査 を 行 っ て い る．

ス ギ ・ヒ ノ キ 科 の 飛散花粉が最 も多 く，ス ギ は お お よ そ 2 月
一3月， ヒ ノ キ科は 3 月

一4 月 に 飛散 して い

る ．花 粉 飛散量 と 飛散開 始時期が毎年著 し く変化す る．気象条件との 関係 を検討 し た結果， 飛散量 は前

年度 7月の 月平均気温 （r ＝O．8フ8，ρ＜ 0．001），飛散開始 日 は そ の 年度 1月 の 月平均気温 （r ＝
− 0．765，

ρく O．091）と最 も高 い 相関 を示 した．

　一方，ス ギ ・ヒ ノ キ科 花粉 に よ る ス ギ花粉症新患者数 ｛九 大耳鼻科外来）と ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉飛散

量の 年次変 動 は ほ ぼ 平行 して い る （r ＝0．906，ρくO．01）。

　ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 を
一揺 し た飛散花粉 の 予報 は あ る程 度可能 で T 臨床家や 患者 に と っ て 重要 な情報

と な る と考え ら れ る．
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condition
− Pollen　forecast

− pollinosis− tree　pollen　al】ergy

　当施設に お い て 、 昭和 47年 （1972）よ り現在 ま で空

中花粉調査を続 けて い る．こ れ らの 調査結果 の うち．

ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉飛散状況 の 毎年 の 著 し い 変動と気

象条件 との 関係か ら次年の 飛散量 と飛散開始 日を 予測

す る ，い わ ゆ る 花粉 予報 を検討し た の で 報告 す る．

粉を採取 し た （日曜 ・祭 日 は ス ラ イ ド交換 を休 ん だ ）．

Calberia液で 染色 して 光学顕微鏡下で，ス ギ花粉，ヒ

ノ キ科花粉を同定 し， 2平方 セ ソ チ メ ー トル 計数 して

1 平方セ ソ チ メ
ー

トル あ た りの 数をそ の 日の 花粉数と

し た．気象条件 は 福岡管区気 象台発行 の 「気象月報」

（昭郵 47年一）を 引用 し た
1）．また 九州大学耳鼻咽喉科 外

来患者で 花粉症新患者 の 経年変化を観察 した ．

方　法

　空中花粉調査 は 重力落下法を用 い た ．Durham の 標

準花粉検索器 （改変型 ： 合成樹脂製，ボ ール の 高さが

9cm）を病院の建物の屋上 （地上 よ り約15m）に 設置 し

た．日付け を 記 入 し た ス ラ イ ドグ ラ ス に ワ セ リ ソ を塗

布 し ， 花粉検索器 の ス ラ イ ドホ ル ダ ー
に 固定 し た ．24

時間放置 して 毎 日午前10時一IO時半 に 取 り換え，空中花
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　1） ス ギ ・ヒ ノ キ 科空中花粉飛散献況

　Fig．1 に 当院 に お け る ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 飛散状

況 を示す．昭和 47年 （1972） か ら昭和62年 （ユ987） ま

で の 16年間の グ ラ フ で ，縦軸 は 1平方セ γ チ メ ー
ト ル

あ た りの 花粉数，横軸“t　2 月 か ら 4 月 まで の 期間，そ

し て 棒 グ ラ フ は 工週間 ご との 合計花粉数を 示 す．黒 は

ス ギ 花粉 Cmψto，ne ，in　i‘tPonica　pollen，白は ヒ ノ キ 科
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■■國■醯 Cryptomeria　jaρonica

［：：：：：］　Cu ρressaceae

羅 Cryρtomeria　japonica十 Cuρressaceae

　Fig．ユ．　The　annual 　variation 　of 　pomnation 　season 　of　Cり4》’o  癜 ゆ oπ忽 and

Cu ）ressaceas 　in　Fukuoka 　City （1972一至987）．

花粉 CuPressacetze　pollen，斜線は 両老が混じて 判嬲困

難 で あ っ た 場合を示す．右端 は ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉の

そ の 年 の 総数を 示 して い る ．

　ス ギ花粉が本格的に 飛散する の は，早 い 年で 2 月第

1週 目 で あ る，全般に 2 月中旬頃 ま で に は 飛散開始し

て い る．そ し て 2 月中一
下旬に か け て ピ ー

ク を形成する
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年 が 多 く，3 月第 3 − 4週頃ま で 飛敬す る．飛散開始 の

遅 い 年 で は 3 月第 1 − 2 週 目 に ピ ー・・
ク が み ら れ て い る．

ヒ ノ キ科花粉 は 殆 ん ど の 年で 3月下旬か ら 4 月初 め に

ピ ーク を示 し て お り． 4 月半ば頃 ま で 飛散す るd ス ギ

花粉 に 比べ る と飛散期間 は 短 い ．ま た ス ギ 花粉 に 比 べ

て 飛散 数 が少な い ．し か し，16年間 の うち 昭和 54年

（1979＞，昭和60年 （1985）は ヒ ノ キ 科花粉が ス ギ 花粉

よ り明 ら か に 多い 年 で あ っ た ．

　一
連の 飛散状況を み る と，飛散数の 年次変動 は 両 者

同様 に 著 し い が， ヒ ノ キ 科花粉 に 比 べ て ス ギ花粉の 飛

散時期の 変動幅が大 き い ．

　福 岡市 で は ，ス ギ 花粉症 の 抗原 （ス ギ ・ヒ ノ キ科花

粉） は 2月
一4 月 に 飛散する と考えて よ い ．

　 2）花粉飛散数と気象 条件

　 ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 飛散数は毎年著 しい 変動を 示 し

た．Fig．2 に 示す ご と くス ギ 花粉 と ヒ ノ キ科花粉飛敵

数を 個別 に グ ラ フ に 表す と （ス ギ と ヒ ノ キ 科 の 判別 困

難な場合 棚 確 な一定 の 基準を設け て 1・tL・t い が，
一

応 ど ち らか に 分類 し て い る），
ス ギ花粉飛散数 の 変動に

伴い ， ヒ ノ キ 科花粉 は 飛 散数 が ス ギ よ り少な い が同様

に 変動が み られ，昭和54年 と昭和60年度は ス ギ よ り明

らか に 多 く，昭 和57年 ，昭和 62年 は 同 じ程度の 飛散数

で あ っ た ．Fig，3は ス ギ 花粉 と ヒ ノ キ 科花粉飛散数の

相関関係を 示 し て い る．明 ら か に ヒ ノ キ科が多い 年 を

除 い て 作図 し，r ＝ OI662，　p 〈 O．Olの 有意な 相関を認 め

て い る． ヒ ノ キ 科花粉 は ス ギ に 遅れ て 飛散 し は じ め る
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　隅 9．3，Correlation　between　COψton：eria ノ・po三・

】en 　counts 　and 　Cupressa‘cae　poUen 　counts 　in　Fukuo・

ka　Ci匙y　fmm 　1972　to　1987，

が，Fig．1に 示すよ うに
一

時両者が同時に 飛散 し て い

る．ス ギ・ヒ ノ キ科 の 花粉形態は 幾瀬の 分類 の 3B 型（単

口 有心 粒） に 属 し，ス ギ花粉 は鈎を有する、しか し，

両者が 混 じて い る とぎ，形態が似通 っ て い て 同定困難

な場 合や，内容物 が破裂して 分類不可能 な こ と がある．

時期的に ス ギ花粉 が多い と検者が 判 断 す る と きに は ス
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ギ 花粉 と して 鑑別する など，どち らか ．一方に 判別を決

定 し て い る が釈然 と し ない ． ヒ ノ キ 科花粉 は ，ス ギ 花

粉と共通抗原性があり凋 ，ス ギ花粉症 の 抗原と して 重

要 で あ る．

　 こ の 研究 に お い て ，我 々 は ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉の 両

者 の 飛散数 に つ い て検討 した ，

　 Table ユに 示す ご と く，昭和48年 （1973） か ら昭和

62年 （1987） まで の 15年間 の ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉飛散

数と前年度 6 −7 − 8 月の 最高気温，平均気温 ・湿度 ，

日 照時間，雲量お よ び降水量，平均風速 などの 気象条

件 に つ い て 相関関係を検討し た．その 結果． 7 月 の 気

象条件を中心 に 極 め て 高 い 相関関係を示 した ，月平均

気温 が r ＝   ．878と最 も高 い 正 の相関で，次い で 日照時

間，湿度 t 雲量，最高気温，隆水 量の 頽 に 正 又 は 負の

有意 な相関を示 し た．

　次 に，その 年 の 冬の 花粉飛散開始 前後で あ る 1，2 ，

3月の 気象条件 を昭和 47年か ら昭和62年 まで の 16年間

の 飛散量 と の 相関関係を 検討 した． 2 月下旬の 気温 に

わずか な正 の 相関（FO ．605）が み られ る の み で そ の 他

の 条件 に は 有意な相関は 認め られ な か っ た．

　3）飛散開始 日 と気象条件

　 ス ギ 花勝開始 日 は ，ほ ぼ連続 し て 1個 以上！cm ヲ日

Table　l　Relaしionship　between　meteorobgical 　condit め ns 　and 　annual 　variatjon

　　　　　　in　total　C弓4）’ometia ノの）oni ‘o　and 　C己ψ，e∬ aceae 　poUen

　　　　　　　 counts ／cm21year 　in　Fukuoka α ty （1972−1987）
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の 花粉 が 観察 され る最初の 日 と し て い る．当施設調査

に お け る ス ギ花粉飛散開始日 は ， Table　2 に 示すご と

く最も早 い 年 で 1 月26日，最 も遅 い 年 は 3 月 3 日 〈1

月 1 日 か ら62日目〉 と か な り差 が ある、16年間 を平均

Table　2　The　beginning　day　of　pollination

　 sεason 　and 　total　CりPtorneria／aPo ）〜ica

　　and 　Cup　ressa ｛：cae 　poHen 　coun 虻s　pe「

　　　cm 　per　year 弖n　Fukuoka　City

T 、。 艶 glmi 。、
　d。，　i 　Totaゆ oiien

coun 量Sノα n
：／year

1972 27th，　Jan．（27） 458

1973 26th．　Jan、（26） 932

19？4 5th　 Feb．（3ア） 2055

1975 4th．　 Feb、（35） 446

1976 17th　 Feb．（48） 3455

1977 Z4th，　 Feb（55） 562

主978 11th．　Feb （喧2） 3185

1979 欺 h，Feb．（4i） 4426

L980 2儀h．Feb ：：51） 1D55

1981 1軸 ．Feb．（45） 156

1982 9th．　 Feb、〔4  356G

1983 5th．　Feb，（36） 334

1984 3rd．　 Mar ．（62） 】4昌9

1985 2舳 ．Feb ．（51） 1き52

1986 13th．　 Feb．（44） 1377

1987 7tL，　 Feb．〔38） 973

Mean 12th，　 Feb．（42） 1642 ± 1332（M ＋ SD）

す る と42．4± 9．3日 巨で ， 2 月10日すぎ頃 とな る．

　Table　3 に 示す ご と く，福 岡市に お け る i6年闔 の ス

ギ花粉飛散開始 日と 飛散開始前 の 1月 お よ び雄花芽 が

分化す る 頃 の 前年 7 月 の 気象条件 との 関係を み た ． 1

月 の 月平均 気温 と極め て 高 い 負の 相関 関 係 （r＝−

0．765）があ り，
1 月の 気温の 旬平均・平年 差 と もそれ

ぞれ に 高 い 負の 根関が認め られた． 1月 の 平均湿度 は

上旬で わずか に 相関が認め られ た．

　以上 の 結果 か ら，福岡市 で は 7 月の 気象条件 と翌年

の ス ギ 叱 ノ キ科花粉飛散数が ， また 1月 の 気象条件，

とくに 月平均気温 と そ の 年 の ス ギ花粉飛散開始 日 が高

い 相関関係を示す こ とがわ か っ た．こ れ らの 結果か ら

ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 を
一

括 し て ，花粉 飛 散数と ス ギ 花

粉飛散開始 日 の 予測 を立 て る こ と が で きる （Table

4）．

　4）花粉症患者 の 経年変化

　Fig．4 は 最近 6 年間の 九州大学耳 鼻科外 来 の 毎年

の 花粉症新患者の 経年変化 お よ び 花粉飛散総数を 示 し

た もの で ある．1月
一6 月 ま で の 期間 に 新 し く ス ギ 花粉

症 と診 断 され た 者 は ア レ ル ギ ー性鼻炎患者全 体 の 約

10−17％ に 相 当 し，その 患者数は 年 々 変化 し，花粉総数

の 多少 に 平行 し て お り，有意な相関 が 認 め られて い る

（r＝0．906，　ヵ〈 0．01），

（　）represents 　days　after 　Jan．1st．

Table　3　Relationship　between しhe　beginning　day　of 　Cηφ’o η 2θ癜 ブapo ”ica

　　　　　 pd 耋主nat 主〔｝n 　season 　and 　meteorological 　condition

　　　　　　　　 in　January　and 　the　previous　Ju】y

Mean The 　d縦erence MeanAmountW 三nd

In　Jan、
temp ・　 1

　　　　　　　　…
（n ＝ 16）　 ifrom

　the　mean 　temp ．　　■
　　 1n　 ave 「age 　yea 「

　　　　　（n ＝16＞

humidity

（n ＝五6）

of 　cloud

（n ；16）

vel   ity

（n ；16）

Early 一
〇．5068 一

〇．441 一
〇．649幹 o、057 o，243

Middle 一
〇．762°騨 一

〇，761鱒 ’ 一〇．34B 一〇，263 O．06弓

Late 一
〇．760° 鱒 一

〇．7518°° 一
〇．481 臼，073 o．237

Month ．　mean 一
〇．ア65 °°° 一

〇，756鱒’ 一 ．58B’ O，2Q7 一
 ．044

In　the　previous　July

Sunsh愉yRain 　faIl

！nJan ．
hoロrs

（n ＝16） （n ＝16）

Early 0，057 一
〇．65P

Middle 0．199 一〇．427

Late 一
〇．293 一

〇．307

Montb ，　total o．438 一
〇．626

Highesttemp
．

（n 二15）

Mean 　temp ，
in　previous

　　（n ；15）

Mea 狂 hum 団，　■ ．
mp 「eΨ 10US

　　（n ＝15）

一〇．571 0，083 一〇，249

These　numbers 　represent 　the　c  臣cient　of　corre ｝ation ．
榊 ’

♪＜ 0．OG1，帥ρ〈 0．01，°p 〈 0、05．
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Table　4　Forecagt　expression

1．　ForecasL 　 expr 巳ssiens 　vn 　the 　amoun ヒ　Crpptomerin

　 毎加 nica 　and 　Cm♪resgacene 　pollen　gτains 　of 　th巳 next

　 year

　 王）From 　mean 匸empera 實ure 耐 u ［y

　　　 Y ．804．81X − 19801〕．6（p ＜ 0．00D　　r＝0．878

　　　　　 X ：mea 囗 temperature

　　　　　 Y ：the　amount 　 of　pollen　grain5

　 3）　From 【otal 　sunshiny トours 　in　July
　　　 Y ＝21．0415X− 2435．83（ρ〈 0．〔IO1）　 r＝ ．841

　　　　　 X 　：sunshiny 　hours

　　　　　 Y 　：the　ar 「主ount　Qf　polLen　g τains

　 3）From 　mean 　humidity　in　July
　　　 Y ；235．28X →195229（ρく U．OO1）　 r」一

  ．833

　　　　　 X ：mean 　humidity

　　　　　 Y ・the　amouTl ヒ of　pO亅len　grains
2，Forecast　expression 　on 　th已 beginning　day　of 　po1】ina・

　 tiOn 　season

　 DFrom 　mean 亡ernperature 　in　January
　　　Y ； −5．18644X＋ 72．910L）（♪＜0．OG1）r

’
L − 0．765

　　　　　 X ： mean 　temperature

　　　　　 Y　
’
the　beglnning　day

Polleo　 tc”）Rls ／cm シ yee 「 case

・4コ

　 　 　 　 1982　　 19S3　　 19日4　 　 1955　 　 198G 　　 19邑7

　 口 　CrソPtomer ；a　japenlce　aリ ゴ　Cup 厂esse 匸 eae 　polleo　eOL ・Dts
　 − 　new 　Ji戸 an8se 　c8d6r 　pol11dles ＋s 　ca ＄e ，

　Flg．4．　 Annual 　 change 　 in　 the　number 　 of 　 new

cases 　of　Japanesε cedar 　pollinosis（Kyushu 　Ur】iver・

sity　otorhinolaryngology 　out 　patient　department）
and 　amual 　variations 　in　t。ta［Cημ翩 召洳 加 0ηゴαa

and 　CttPressuceae　pollen　counts 、

考　察

　わ が 国 の 空 中花 粉 は 日 本 ス ギ 花 粉 C磁 ’ω 麗 舶

iaPonica　pollenが最も多 い
4）．早春の 花粉飛散時期 に

多 くの 人 々 が眼 ・鼻 ア レ ル ギ ー症状な ど の た め に ，日

常生活を妨げ られ て い る こ とが 明 ら か に な っ た
5）．ス

ギ花粉 に 続 い て ヒ ノ キ 科花粉 CuPressezcea（l　pollen が

飛 散す る が，ス ギ 花粉 と 共 通抗原性 が あ り，そ の 飛散

量 も多 い ．両者は毎年そ の 飛散量が著し く変化 し，花

粉症は花粉飛散数が 多 い 年 に 流行 し て い る．

　 ス ギ は 橋 詰
61

に よ る と錐花 芯原 基 が 7 月 上 旬
・・10月

上 旬頃 に 分化し，11月頃 ま で に 花粉 が 形成 され て 翌年

は 開花を待つ ば か りで あ る．一
方 ，

ヒ ノ キ は ス ギ と同

じ時期に 雄花芯原基が分化す る が，翌年 3月中一下 旬に

花粉が形成 され る とい う違 い があ る．ス ギ ・ヒ ノ キ 科

の 雄花 芽形 成 の 豊凶 は 夏 の 気温、雨量，日 照時間な ど

の 気象条件が大きく影響する事実は 林業家 の 間 で は 周

知 の こ と と な っ て お り
7｝，長尾 ら Slew よス ギ と ヒ ノ キ に

お け る 異な っ た 温度条件下 で の 花成反応に 対す る光質

の 影響 の 違 い を実験 し た ．そ の 結果，環境が30−25℃ の

場合 と25°・20℃ の 場 台 で は 雄 花芽 の 数 が 著 し く異な

る．30
．
25℃ の 高温条件下 で は 雄花芽 が 大量 に 実 り，特

に ス ギ は 置度差で 生じ る雄花芽数 の 差 が著 し い ．20’−

15℃の 環境設定で は 両者と もに 少 ない 結果を示 し た．

こ の よ うに ス ギ と ヒ ノ キ の 雄花芽形成に お い て 類似 し

た 植 物学的な性質 が あ る とされ て い る．ス ギ お よ び ヒ

ノ キ科花粉は 同様に 気象条件 の 影響を うけ る こ とが 考

え られ，両客 を
一
括 し て検討した ．

　福岡市 に お い て は ス ギ花粉数に 比 べ て ヒ ／ キ科花粉

数 は 少 な い 年 が ほ とん どで あ る．16年間 の うち，昭 和

54年 （1979），60年 （．1985）は ヒ ノ キ 科花粉 が 多い 年 で

ある．こ れ ら の 年の 毎 口 の 花粉飛散状況 と気象条件 を

検討 した ．昭和 54年 は ，暖冬 で 飛散が 2 月初 め 頃 よ り

開 始 し，ス ギ花粉症 が 大流行 し た 年 で ，飛散 ピ ーク 時

の 2 月22日 ・23日に 大雨 が 降 り，その H の 捕集量 が 極

端 に 少な くな っ た と思 わ れ る．ま た，昭和60年で は
，

3月上 ・中旬 の ス ギ花粉 の 本格的な 飛散時期 に 雨 天 が

非常 に 多 く，降水量 が 平年 よ り約 蔓Omm 多い こ とが 影

響し て い る と考えられ る．ま た ス ギ 花粉 と ヒ ノ キ 科花

粉の 両者の 飛散数が ほ ぼ 同 じ年の 昭和 57年（1982）， 62

年（1987）〔Fig，2）の 気象条件を検討する と，ス ギ花粉

飛散時期の 雨天や ，寒冷前線の 通過で急に冬型の 気圧

配置 に な り気温 が下 が っ た 日が 数 日続 い た りな ど，平

年 の 同 じ季節と は 異な る気象条件が気象月報 に 報告さ

れ て い る
1｝．逆 に ，ヒ ノ キ科花粉が ス ギ 花粉 に 比較 し て

極 端に 少 ない 年 もそ の 花粉成熟時期 や 飛散時期の 天候

不順が影響し て い る と思 わ れ る．

　Durham の 花粉検索器 を用 い る た め に ，雨，風 の 影

響 を直接受け易 く，実験 の 飛散状況 と異 な る で あろ う

こ と は 容易 に 推察され る ．しか し，自然界 に お い て も

花粉生産量と飛敬量と は気象の 影響を受けて 異な り，

飛散量は 生産量 よ り少な い で あろ うと考え る こ と も妥

当で ，前述し た 花粉飛散量 の 違 い は 手技的な もの の み
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で な く気象を含む自然環境条件の 違 い を反映 し て い る

もの と と らえた い ．

　わ が 国で最 も早 くか ら空中花粉調査 を継続 し て い る

国 立相模原病院 で は 、信太が20年間 の 調査結果を ま と

め た
IO ）

．ス ギ花粉 と ヒ ノ キ科花粉の 飛散数は マ ツ 属 や

ハ γ ノ キ属花粉 に 比較す る と飛散量が多く年次変動が

著 し い ，宇佐神 ら
11）

や山崎
詬2，は ス ギ花粉飛散数 や 蕪散

開始時期が
，

ス ギ の 植物生理 学的な 面か ら気象条件 に

大 ぎく影響 され る事実を 報告しt ．と くに 前年度 の 夏

の 気象 は 翌年の 花粉飛散数を左右す る こ とか ら予測式

を立 て て 紹介し た．宇佐神ら
1ηは 相模原市 の 15年間 の

ス ギ 花粉飛散数と前年 7 − 9 月 の 気象条件 と の 間 に 有

意の 相関を認め ，とくに 前年 7 月の 平均湿度 と最 も高

い 相関関係に ある （r；− O、95，p く 0．eo1）こ と か ら ，

Y ＝
− 330X 十 28336（X ： 7 月平均気温23．9℃以上時 の

平均湿度 。 Y ：飛散数）と実際的な 予測式を立 て た 、山

eSl21は 全国 15地区で は 雄花芽 の 分化す る前年 7 月 の 平

均気温 （MT ）お よ び 旬別平均気温 （旬別 MT ）と平年

気温 （MN ）の 差 か ら 翌 年 の 予測式 を立 て た． こ れ は全

国を網羅して 予瀏する普遍性 が あ り，とくに デ ータ の

積み 重ね の 必 要性 が な い メ リ ッ トがある．し か し 日太

各地 の 気象の 違 い を考慮すると，全て 7 月の 気温 の み

で 全国 の 予測 をす る に は 少 々 難 を 生 じ る と思 わ れ る．

実際は 予測通 りに 行か な い 理 由に， ス ギ の 樹 自身の 勢

い が 因 子 と な り う る とい う納得 の い く考察が加 えられ

て い る．我 々 の 研究 は 宇佐神らの 検討 と同様 な観点 か

ら予測式を立 て て い る が，ス ギ 花粉 の み で な く ヒ ノ キ

科花粉 を
一

括 して検討 した 点が異な る．ま た 予測 の 第

一一ac子が前年 7 月 の 平均気温 で あ る こ と は 山 崎 の 研究

結果 と同じで あ っ た、

　一方 ，
ス ギ 花粉 飛散 開始 日 に つ い て も山崎

］3｝
や 王

ら
ll｝，佐 ms15｝が 1 月

一2 月の 気象条件 との 関係を詳細 に

検討し て 報告 して い る が，気温 が 平年 よ り高け れ ば早

く飛散開始する とい う傾 向は 我 々 の 検討結果と同様で

ある．換言すれ ば． ス ギ 花粉 の 植物学的特性 を 表す も

の で ある．

　 t ラ ソ ダ で は カ バ ノ キ科花粉 の 飛散量 の 経年変化を

18年間 に わ た り観察し て，カ バ ノ キ 花粉喘息 と思わ れ

る気管支喘息症例が花粉飛散量 の 多 い 年 に 症状が強 い

とい う報告 がある．カ バ ノ キ科花粉は わ が国 に お け る

ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 と同様 に 飛散量 と飛散期間 の 年次

変動が大きい こ とが述ぺ られて い る
：fi），ま た ス ウ ェ

ー

デ ソ に お い て も カ バ ノ キ 科花粉 が 最も多 く，春の 花粉

症の 重要 な抗原で あ るが
1η ，花粉飛散量 の 年次変動 と

気 象との 関連 性 に つ い て は とくに 考察さ れ て い な い ．

しか し，
オ ラ γ ダ の Spieksma「s】は 毎 日 の 花粉予報 の

必 要 性 を 強調 し て い る ．花粉 予報 は 既 に 1977年 か ら 現

在 ま で 行われ て お り， ラ ジ オ を介し て花粉数と気象条

件 お よ び花粉症患者の 症状を市民 に 伝達 し，患者自身

に 予測 させ る 方法 をと っ て い る．わ が国 で も水越，竹

中
19 ）が花粉速報の 試み を報 告 し て い る、

　わが国 で は ス ギ花粉飛散量 の 多い 年は 患者が 多い と

い う報告があ る
20｝．我 ・Q の 成績 で は ，福岡市の 飛散 花粉

数 と
．一
大学新患者数との 比較で は ある が ，花粉症患者

と ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉数の 多少は 平行 し
， 有意 の 相関

関係 をみ て い る，し た が っ て 花粉症 予防対策に 飛散状

況の 予測 は重要な清報 と な る．我 々 は ス ギ お よ び ヒ ノ

キ 科 花粉を
一

括 し た 花粉飛散予報を 目的と し て 調査を

続け，今回 Table　4 に 示 す予測式を 立 て る こ と が で き

た．し か し必 ず し も実際 とは
一一
致せ ず

21 ；

，よ り確実 な予

報を行 うに “Z30年以上 の 調査期間 が必要 で あ る と思

う．また ヒ ノ キ 科花粉 の 花粉成熟時期 の 2 − 3月 の 気象

条件 も考慮 に 入 れ て 検討す る 必要 があ る と考 え られ

る．今回 の 予測式か ら正確な予報を期待する よ り は，

こ れ らの 事実か ら臨床家や患者 に と っ て 治療お よ び予

防 に 役立 つ 情報を得 られ る こ と を メ リ ッ トと考 え る．

　 また
一

方 で は 少 し で も確実な 予測式を 立 て る 目的

で
， 多変量解析 の 重回 煽 分析 に よ り検討中で ある．

結　語

　福岡市 に お け る 16年間の 空中花粉調査 の 結果，ス ギ

花粉 が最も多く，次い で ヒ ノ キ 科花粉 が 多 く 2 月
一4月

に か け て 飛散す る．ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉飛散数 と ス ギ

花粉飛散開始時期 の 年 次変動が著 し く，ス ギ と ヒ ノ キ

科 の 花粉飛散数の 変動の 間 に 有意 の 相関が認 め られた

（（r ＝ e．662．p く0．  1）， た だ し 明 らか に ヒ ノ キ科 花粉

飛散数が多い 年 は 除 い て 相関 を検討 した）．花粉飛散予

報を 目的 と し て 気 象条件 と ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 を 一括

した花粉 飛散量 お よ び 飛散開始時期 との 関 係 を み る

と ， 飛散数は前年 7 月の 月平均 気温 （r ＝   ．878，pく

0． 01），ス ギ花粉飛 散開始 日は その 年 の 1 月の 月平均

気温 （r＝
− 0．765

， p く 0．OOI） と最 も高 い 相関 が 認 め

られ た ．

　一
方，九州大学耳鼻科外来 の ス ギ 花粉症新患老数は

ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉飛散数 の 年次変動と 平行し て い る

（r ＝ O，906， P ＜ O．01）．
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362 ス ギ ・
ヒ ノ キ 科花 粉飛 散予報

　 ス ギ お よ び ヒ ノ キ科花粉を
一
括 して 花粉飛散予報 を

す る こ と は あ る 程度可 能 で．臨床家や 花粉症患老に

と っ て 重要 な清報 となる と考え られ る．

　稿 を終 え る に あ た り，御指導 を賜 りま した 東邦大学薬学

部名誉 教 授 幾 瀬 マ サ 先生 な らび に 同学部 講 師 佐橋紀男先生

に 深 く感謬 い た し ま す，

　な お，本論文の
一

部は 第3？回 ア レ ル ギー
学会総会に お い

て発表 した．
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THEANNUAL  VARIATIONS  IN

   POLLEN  COUNTS  AND

          -Prediction of

AIRBORNE  CRVPTOMERIItl JL4PONIC,4  AND  CURRESSACEAE

METEOROLOCIAL  CONDITIONS  IN FUKUOKA  CITY

Cryptomeria J', and  C"l}ressacene Pollen Counts-

The MinamiReiko

 Kis

thkttokahikawa

 and  Hitoshi Nagano

Nbtiettai Chest HOspilaJ Ciinicai Institute

   We  studied  the distributiens ofairberne  polien with  a Durham  sampler  in Fukuoka City from 1972 to 1987. We

examined  the correlations  between the annual  variations  in the CryPtameria j, and  Capressaceae pollen counts  and

the annual  changes  in meteorological  cenditiens.  Annual changes  in the day on  which  the CtltPtomeria j. po!lination
season  started  were  also  examined,

   The Cryptomen'a i pollens were  the most  counted,  followed by CuPressaceae. CryPlomeria i pollinated frern

February to March, and  Cupressaceae from March  to April in Fukuoka City, The  variations  in the annual  pollen

counts  for C7yPtomerfa j. and  CuPressaceae were  remarkable,  and  the day on  whLch  the polllnation season  of

Cryptomen'a j, started  varied  widely  each  year,

   The sum  of these pollen ceunts  correlated  with the mean  ternperature in July of the previous year (r= O.878,

P<O.OOI) and  the beginning of the pol1ination season  corielated  wlth  the mean  temperature  in January (r=:K>.765,

p<O.OOI).
   The  variation  in the number  of  new  patlents with  pGllinosis at the otorhinolaryngolQgy  department of Kyushu

University cerrelated  with  the  CryPtemeria J', and  Cupmssaceae pollen counts  (r=e.906, P<e.Ol).

   Therefore, vie  couid  make  pollen forecast and  it would  be useful  fer treatment of the po11inosis.


